
     喜多流大島能楽堂 第 265回定期公演   

  2020年 11月 15日 能「唐船」が 35年ぶりに上演されました！！ 

 

    

 

 

 

 

 

 

能「唐船」   2020年 11月 15日 喜多流大島能楽堂 

太鼓 大川典良  大鼓 亀井広忠  小鼓 飯田清一  笛 竹市学 

           シテ（祖慶官人） 大島政允 

子方（唐子）大村稔生 大島伊織        子方（日本子）荒木七海 狩野直奈 
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「
唐
船
」
の
帆
に
思
い
を
託
す 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
島
泰
子 

 

十
月
下
旬
の
あ
る
夜
、
衣
恵
が
お
稽
古
場
の
鴨
居
に
「
唐
船
」
に
使
う
四
色
の
幕
を 

掛
け
て
い
た
。
三
十
五
年
ぶ
り
に
掛
け
ら
れ
た
幕
に
は
無
駄
な
皺
は
一
つ
も
な
く
、
実 

に
綺
麗
に
し
ま
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
養
父
久
見
が
丁
寧
に
折
り
た
た
み
し
ま
っ

て
く
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

嫁
入
り
時
の
白
無
垢
が
四
色
に
染
ま
り
、「
唐
船
」
の
帆
と
な
り
四
人
の
我
が
子
の
成

長
を
見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
三
十
五
年
の
歳
月
を
経
て
、
今
度
は
孫
達
が
四
色
の
帆
に

守
ら
れ
、
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

今
後
共
、
ご
支
援
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
二
年
十
一
月
上
旬 
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唐
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を
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え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
島
政
允 

能
「
唐
船
」
は
子
方
四
名
が
登
場
し
ま
す
の
で
、
な
か
な
か
上
演
す
る
こ
と
が
難
し
い

曲
目
で
す
。
昭
和
六
十
一
年
九
月
二
十
一
日
、
第
百
二
十
三
回
大
島
能
楽
堂
定
期
公
演
に

て
養
父
大
島
久
見
が
シ
テ
を
、
子
方
を
衣
恵
と
輝
久
、
文
恵
と
紀
恵
が
務
め
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
第
二
百
六
十
五
回
に
て
私
が
シ
テ
を
、
子
方
を
孫
の
伊
織
と
七
海
、
大
村
定
氏

の
お
孫
さ
ん
の
稔
生
く
ん
、
狩
野
了
一
氏
の
姪
の
奈
直
さ
ん
が
務
め
て
く
れ
ま
し
て
無
事 

 
 

に
終
え
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
島
輝
久 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

唐
子
二
名
は
関
東
在
住
、
日
本
子
の
七
ち
ゃ
ん
は
福
山
、
奈
直
さ
ん
は
熊
本
と
離
れ
離

れ
の
子
方
四
名
の
お
稽
古
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
が
、
大
変
で
し
た
。
前
日
の
申
し
合
わ

せ
で
初
め
て
四
名
揃
い
ま
し
た
。
長
い
謡
を
覚
え
る
こ
と
も
長
い
時
間
舞
台
で
座
っ
て
い 

 
 
 
 

 
 

る
こ
と
も
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
二
年
十
一
月
十
五
日 


